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衆
議
院
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員
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浩
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差
額
関
税
制
度
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
森
山
浩
行
君
提
出
豚
肉
の
差
額
関
税
制
度
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
（
一
）
に
つ
い
て

世
界
貿
易
機
関
を
設
立
す
る
マ
ラ
ケ
シ
ュ
協
定
（
平
成
六
年
条
約
第
十
五
号
）
附
属
書
一
Ａ
の
農
業
に
関
す
る
協
定
（
以

下
単
に
「
協
定
」
と
い
う
。
）
で
は
、
お
尋
ね
の
「
通
常
の
関
税
」
、
「
可
変
輸
入
課
徴
金
」
及
び
「
最
低
輸
入
価
格
」
に

つ
い
て
特
段
の
定
義
規
定
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
一
般
的
に
は
、
「
通
常
の
関
税
」
と
は
、
世
界
貿
易
機
関
を
設
立
す

る
マ
ラ
ケ
シ
ュ
協
定
に
附
属
す
る
各
国
の
譲
許
表
の
税
率
欄
に
関
税
率
が
記
載
さ
れ
て
い
る
一
般
の
関
税
、
「
可
変
輸
入
課

徴
金
」
と
は
、
輸
入
貨
物
に
課
せ
ら
れ
る
一
種
の
課
徴
金
で
あ
っ
て
、
そ
の
金
額
が
個
別
の
法
令
上
又
は
行
政
上
の
措
置
を

要
し
な
い
仕
組
み
に
よ
り
自
動
的
に
絶
え
ず
変
化
し
、
か
つ
、
不
透
明
で
予
測
不
可
能
な
も
の
、「
最
低
輸
入
価
格
」
と
は
、

輸
入
貨
物
の
価
格
と
し
き
い
値
価
格
と
の
差
額
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
関
税
を
課
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
輸
入
貨
物

が
当
該
し
き
い
値
価
格
を
下
回
っ
て
国
内
市
場
に
入
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
措
置
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

一
の
（
二
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
パ
ネ
ル
及
び
上
級
委
員
会
報
告
」
が
示
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

一
の
（
三
）
に
つ
い
て

一



御
指
摘
の
「
従
価
税
」
、
「
従
量
税
」
、
「
混
合
税
」
、
「
差
額
関
税
」
、
「
ス
ラ
イ
ド
関
税
」
、
「
季
節
関
税
」
及
び

「
関
税
割
当
制
度
」
は
、
協
定
第
四
条
�
に
規
定
す
る
「
通
常
の
関
税
」
（
以
下
「
通
常
の
関
税
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
。

御
指
摘
の
「
特
殊
関
税
」
に
つ
い
て
は
、
協
定
で
は
な
く
、
世
界
貿
易
機
関
を
設
立
す
る
マ
ラ
ケ
シ
ュ
協
定
附
属
書
一
Ａ
の

千
九
百
九
十
四
年
の
関
税
及
び
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
等
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

一
の
（
四
）
に
つ
い
て

関
税
に
お
い
て
、
従
価
税
と
は
、
一
般
に
、
輸
入
貨
物
の
価
格
を
課
税
標
準
と
し
て
税
額
が
決
定
さ
れ
る
も
の
を
い
い
、

そ
の
課
税
標
準
に
乗
ず
る
一
定
の
割
合
を
従
価
税
率
と
い
う
。
ま
た
、
従
量
税
と
は
、
一
般
に
、
輸
入
貨
物
の
数
量
を
課
税

標
準
と
し
て
税
額
が
決
定
さ
れ
る
も
の
を
い
い
、
そ
の
課
税
標
準
に
乗
ず
る
一
定
の
数
量
単
位
当
た
り
の
金
額
を
従
量
税
率

と
い
う
。

二
の
（
一
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
現
在
の
関
税
暫
定
措
置
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
豚
肉
の
差
額
関
税
制
度
」
（
以
下
「
本
制
度
」
と
い

う
。
）
は
、
一
定
の
基
準
輸
入
価
格
を
基
に
定
め
ら
れ
る
分
岐
点
価
格
を
境
に
、
分
岐
点
価
格
を
超
え
る
豚
肉
に
あ
っ
て
は

従
価
税
を
課
し
、
分
岐
点
価
格
以
下
の
豚
肉
に
あ
っ
て
は
従
量
税
を
課
す
と
と
も
に
、
分
岐
点
価
格
の
前
後
で
課
税
後
の
価

二



格
が
逆
転
し
な
い
よ
う
関
税
の
率
を
定
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

二
の
（
二
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
四
十
八
・
九
円
／
キ
ロ
」
を
超
え
、
「
三
百
九
十
三
円
／
キ
ロ
」
以
下
の
「
価
格
帯
」
に
つ
い
て
も
、
従
量

税
で
あ
る
。

二
の
（
三
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
の
（
四
）
に
つ
い
て

本
制
度
に
お
い
て
は
、
分
岐
点
価
格
以
下
の
豚
肉
に
あ
っ
て
は
従
量
税
を
課
す
と
と
も
に
、
分
岐
点
価
格
の
前
後
で
課
税

後
の
価
格
が
逆
転
し
な
い
よ
う
関
税
の
率
を
定
め
て
い
る
。
御
指
摘
の
資
料
で
は
、
こ
れ
を
「
差
額
関
税
」
と
表
示
し
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
よ
う
に
、
「
差
額
関
税
を
従
量
税
と
は
異
な
る
国
境
措
置
と
し
て
捉
え
て
い
る
」
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。

二
の
（
五
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
枝
肉
ベ
ー
ス
で
四
十
八
・
九
円
／
キ
ロ
以
下
、
部
分
肉
ベ
ー
ス
で
六
十
四
・
五
三
円
／
キ
ロ
以
下
の
輸
入
価

三



格
帯
」
で
「
輸
入
さ
れ
た
実
績
」
に
つ
い
て
は
、
本
制
度
が
導
入
さ
れ
た
平
成
七
年
度
以
降
で
、
平
成
十
三
年
度
に
約
九
・

三
ト
ン
、
平
成
十
六
年
度
に
約
十
・
六
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。

三
の
（
一
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
機
能
」
に
つ
い
て
は
、
高
価
格
の
部
位
の
豚
肉
と
低
価
格
の
部
位
の
豚
肉
と
を
組
み
合
わ
せ
て
輸
入
す
る
こ

と
に
よ
り
課
税
価
格
が
分
岐
点
価
格
と
な
る
と
き
に
、
課
さ
れ
る
関
税
額
が
最
も
低
く
な
る
仕
組
み
と
す
る
こ
と
で
、
国
内

産
の
豚
肉
に
と
っ
て
価
格
競
争
力
が
低
い
低
価
格
の
部
位
の
み
が
大
量
に
輸
入
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぎ
つ
つ
、
高
価
格
の
部
位

を
低
税
率
で
輸
入
で
き
る
よ
う
に
す
る
機
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

三
の
（
二
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
基
本
的
な
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
豚
肉
の
差
額
関
税
制
度
そ
の
も
の
を
指
し
て
い
る
。

四
の
（
一
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
と
お
り
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

四
の
（
二
）
に
つ
い
て

通
常
の
関
税
以
外
の
国
境
措
置
で
あ
っ
て
、
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ァ
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
の
結
果
関
税
化
す
る
こ
と
と
さ
れ

四



た
非
関
税
措
置
と
同
様
の
輸
入
制
限
効
果
を
有
す
る
も
の
が
、
御
指
摘
の
答
弁
に
お
け
る
「
不
透
明
で
輸
入
制
限
的
な
措
置
」

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

五
の
（
一
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
と
お
り
で
あ
る
。

五
の
（
二
）
に
つ
い
て

小
麦
、
大
麦
、
乳
製
品
の
一
部
、
で
ん
粉
、
雑
豆
、
落
花
生
、
こ
ん
に
ゃ
く
い
も
、
繭
・
生
糸
及
び
豚
肉
は
、
ガ
ッ
ト
・

ウ
ル
グ
ァ
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
の
結
果
を
踏
ま
え
、
従
来
採
ら
れ
て
い
た
輸
入
制
限
措
置
等
を
通
常
の
関
税
に
転
換
し
た
も

の
で
あ
る
。

ま
た
、
御
指
摘
の
「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
協
定
発
効
以
前
の
旧
差
額
関
税
」
は
、
当
時
の
畜
産
物
の
価
格
安
定
等
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
毎
会
計
年
度
定
め
ら
れ
る
安
定
基
準
価
格
及
び

安
定
上
位
価
格
を
基
に
定
め
ら
れ
る
基
準
輸
入
価
格
を
用
い
て
、
関
税
の
率
が
定
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
当
該
関

税
の
率
は
年
度
ご
と
に
変
わ
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
協
定
第
四
条
�
の
注
に
規
定
す
る
「
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
通
常
の

関
税
以
外
の
国
境
措
置
」
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

五



五
の
（
三
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
国
内
法
」
は
、
関
税
暫
定
措
置
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）
で
あ
る
。

五
の
（
四
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
従
量
税
と
従
価
税
の
間
に
あ
る
差
額
関
税
部
分
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

二
の
（
一
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
本
制
度
は
、
一
定
の
基
準
輸
入
価
格
を
基
に
定
め
ら
れ
る
分
岐
点
価
格
を
境
に
、

分
岐
点
価
格
を
超
え
る
豚
肉
に
あ
っ
て
は
従
価
税
を
課
し
、
分
岐
点
価
格
以
下
の
豚
肉
に
あ
っ
て
は
従
量
税
を
課
す
と
と
も

に
、
分
岐
点
価
格
の
前
後
で
課
税
後
の
価
格
が
逆
転
し
な
い
よ
う
関
税
の
率
を
定
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
制
度
に
お
い
て
は
、
高
価
格
の
部
位
の
豚
肉
と
低
価
格
の
部
位
の
豚
肉
と
を
組
み
合
わ
せ
、
こ
れ
ら
の
豚
肉
を

一
括
し
て
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
の
課
税
価
格
を
算
出
し
て
輸
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
基
準
輸
入
価
格
未
満
の
価
格
の
豚
肉

を
輸
入
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
協
定
第
四
条
�
の
注
に
規
定
す
る
「
最
低
輸
入
価
格
」
に
は
当
た
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

五
の
（
五
）
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
課
税
価
格
を
偽
り
関
税
を
不
当
に
免
れ
た
こ
と
に
よ
り
摘
発
さ
れ
た
事
案
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
は
極

六



め
て
遺
憾
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
本
制
度
の
適
切
な
運
用
を
図
る
た
め
、
関
係
省
庁
が
連
携
し
て
、
本
制
度
に
関
す
る
関

係
法
令
の
遵
守
の
指
導
、
厳
正
な
取
締
り
の
実
施
等
今
後
と
も
適
切
に
対
処
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

七


